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◼ 開発環境機能の強化

⚫ Visual Studio Code (VS Code)

⚫ COBOL 言語の拡張

⚫ COBOL コンパイラ指令の追加

⚫ Micro Focus Unit Testing Framework の強化

⚫ リモート開発機能の強化

⚫ OpenESQL プリプロセッサの強化

⚫ データファイルツールの拡張

⚫ Eclipse IDE の強化

⚫ Eclipse / Visual Studio サポートバージョン
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◼ 実行環境機能の強化

⚫ ライセンス管理システムの強化

⚫ Enterprise Server Common Web Administration (ESCWA) 

⚫ ライブラリルーチンの追加
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◼ Enterprise Developer/Server 固有機能の拡張

⚫ CICS サポートの拡張

⚫ PL/I サポートの拡張

⚫ ESCWA リリースによる機能拡張

⚫ XA 再接続機能の拡張

⚫ JCL 機能の拡張

⚫ データベース ファイル ハンドラ (MFDBFH) 機能の強化

⚫ IMS サポートの拡張
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◼ 対応プラットフォームとデータベース

⚫ 対応プラットフォーム (*1)

⚫ 対応データベース

⚫ 対応 Java バージョン (*1)

⚫ 対応 Java Application Servers /対応 Middleware (*1)
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主な新機能、強化機能一覧
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*1) 最新情報は製品の稼働環境をご確認ください。

Visual COBOL 7.0J / COBOL Server 7.0J：

「よくあるご質問」>「Visual COBOLの稼働環境は？」

Enterprise Developer 7.0J / Enterprise Server 7.0J：

「よくあるご質問」>「エンタープライズ製品の稼働環境は？」

https://www.microfocus.co.jp/mfproducts/cobol/faq/visualcobol/#101
https://www.microfocus.co.jp/mfproducts/enterprise/faq/#101


開発環境機能の強化



◼ Visual Studio Code (VS Code) 

⚫ COBOL 開発向け拡張機能を提供

⚫ Microsoft 社が提供する軽量で速い無償のコードエディターである VS Code 

が COBOL の開発作業に使用できるようになりました。

⚫ COBOL の入力支援機能を利用した

コンパイルやデバッグ作業が

行えます。

⚫ マーケットプレイスより簡単に

ダウンロード、セットアップ

できます。
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開発環境機能の強化

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

・コンパイル・デバッグには開発環境製品のライセンスが必要です。
・デバッグ機能はネイティブ, .NET Core COBOL に対応しています。

目次へ



◼ COBOL 言語の拡張 (1/2)

⚫ UTF-8 文字データ型の追加：マネージ COBOL

ネイティブ COBOL ではサポートされている PIC U データ型が

JVM COOBL, .NET COBOL においてもサポートされました。

⚫ U, X 文字データ型の動的長サポート：ネイティブ COBOL

IBM Enterprise COBOL 6.3 から導入された PIC U または PIC X データ型

の動的長を指定する DYNAMIC LENGTH 句がサポートされました。
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開発環境機能の強化
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目次へ

Eclipse Visual Studio



◼ COBOL 言語の拡張 (2/2)

⚫ 組み込み関数の追加

日付の有効性をチェックする TEST-DATE-YYYYMMDD, TEST-DAY-

YYYYDDD 関数が追加されました。
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開発環境機能の強化
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目次へ

Eclipse Visual Studio
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◼ COBOL コンパイラ指令の追加

⚫ PANVALET-INCLUDES-IN-COMMENTS

コメント行にある ++INCLUDE ステートメントの有効 / 無効が制御可能に

なりました。同時に PANVALET 指令を指定する必要があります。

⚫ EXECSQL-FLAG：DB2

EXEC SQL 処理において、DB2 プリプロセッサー、コプロセッサーまたは

両方の構文を許可する指定が可能になりました。

⚫ RM-FILE-ERRORS

RM / COBOL の動作をエミュレートするために、FILE STATUS 句が存在す

る場合でも特定のファイル条件に対してランタイムシステムエラーを生成す

ることが可能になりました。

開発環境機能の強化

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

目次へ

Eclipse Visual Studio



◼ Micro Focus Unit Testing Framework の強化 (1/2)

⚫ MFUPP プリプロセッサの追加による単体テスト開発の効率化(1)

⚫ テストロジックをメインプログラムに挿入してテストが行える機能が追加さ

れました。テスト開発作業の短縮化、品質の向上に役立ちます。
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開発環境機能の強化
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mfurun -report:junit -outdir:report monthstr.int
cobol monthstr.cbl int”” preprocess"mfupp" endp;

テスト対象プログラム (monthstr.cbl) テストロジック (MFUPD_monthstr.cpy)

目次へ

Eclipse Visual Studio



◼ Micro Focus Unit Testing Framework の強化 (2/2)

⚫ MFUPP プリプロセッサの追加による単体テスト開発の効率化(2)

⚫ モックプログラムを作成し、テストプログラムで実コードとモックの切り替

えが容易に行えます。
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開発環境機能の強化
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cbllink -D MFUT_TESTCUSTOMER.cbl

cobol getCustomerAccountInfo.cbl preprocess"mfupp" mock endp int"" sql;

実コード(getCustomerAccountInfo.cbl) テストプログラム(MFUT_TESTCUSTOMER.cbl)

cobol getCustomerId.cbl preprocess"mfupp" mock endp int"" sql;

mfurun -report:junit MFUT_TESTCUSTOMER
目次へ

Eclipse Visual Studio



◼ リモート開発機能の強化 (1/2)

⚫ 新接続方式 (SSH のみ) の追加

これまでの接続では X Window 技術を利用したデバッグが必要でしたが、コン

ソールビュー上でプログラムの実行が行える新たな接続方式が追加されました。
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開発環境機能の強化
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目次へ

新接続方式を利用した場合、プログラムはコンソールビュー上で
実行され、ACCEPT FROM CONSOLE を利用した入力も行えます。

Eclipse



◼ リモート開発機能の強化 (2/2)

⚫ リモート接続診断項目にファイルウォールを追加

ファイアウォールが稼働している場合、その旨を通知します。
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開発環境機能の強化
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目次へ

Eclipse



◼ OpenESQL プリプロセッサの強化

⚫ TRACELEVEL=5 を追加

ODBC API の呼び出し単位のログ出力が可能になりました。

15

開発環境機能の強化
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# cob BOOK.cbl -C"SQL(DBMAN==ODBC TRACELEVEL==5)"

目次へ

Eclipse Visual Studio
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◼ データファイルツールの拡張 (1/2)

⚫ Enterprise Server Common Web Administration (ESCWA) 連携

各 Enterprise Server インスタンスへの接続に加えて、Enterprise Server 

共通管理画面との連携が可能になりました。これにより、各インスタンスに

紐づくファイルを一元的に管理することができます。

開発環境機能の強化

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

【 Enterprise Server インスタンス接続 】【 ESCWA 接続 】

目次へ

Eclipse Visual Studio
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◼ データファイルツールの拡張 (2/2)

⚫ 検索 / 置き換え機能の追加

データに含まれる文字を検索し、一致するデータの一部または一括置き換え

が可能になりました。複数のデータをワンアクションで修正することができ

ます。

開発環境機能の強化

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

一括置換

目次へ

Eclipse Visual Studio



◼ Eclipse IDE の強化 (1/2)

⚫ エディター上でのコンパイラー指令の一覧表示機能

エディター上で開いているファイルがコンパイルされる際に適用される

コンパイラー指令の一覧が表示されるようになりました。
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開発環境機能の強化
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ウィンドウプル ダウンメニュー > Micro Focus > COBOL > エディタ から設定できます。

目次へ

Eclipse



◼ Eclipse IDE の強化 (2/2)

⚫ プログラムフォーマット設定のプロファイル化

COBOL プログラムのフォーマット設定をプロファイルとして保存できます。

また、エクスポート / インポートにより、プロジェクト全体に記述ルールを展

開できます。
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開発環境機能の強化
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ウィンドウプル ダウンメニュー > 
Micro Focus > COBOL > 
コードスタイル > フォーマッター
から設定できます。

目次へ

Eclipse
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開発環境機能の強化

◼ Eclipse / Visual Studio サポートバージョン

⚫ Eclipse 4.16（2020-06）

製品に同梱されています。

⚫ Eclipse 4.8（Photon）, Eclipse 4.7（Oxygen）

サポート対象外となります。

◼ Visual Studio 2017, 2019 をサポート

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

・Eclipse を実行するには 64 ビットの Java 11 が必要です。
・Adopt OpenJDK 11 (LTS) がインストールされます。

.NET Core 3.1 を使用する場合は Visual Studio 2019 
Version 16.4.4 以上が必要です。

目次へ



実行環境機能の強化



◼ ライセンス管理システムの強化

⚫ AutoPass ライセンス管理システムの導入

対象 OS のライセンス管理システムが、マイクロフォーカス製品である

AutoPass に変更されました。AutoPass の利用により、ウェブ画面上でラ

イセンス使用状況の確認や、その内容を Excel, CSV へエクスポートするこ

とができます。
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実行環境機能の強化

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.
目次へ

ライセンス使用状況をウェブ画面上でご確認頂くには、別途、以下の製品の導入が必要です。
・AutoPass License Server, PostgreSQL もしくは Oracle

RHEL(390), SLES(390), Solaris OS 対象

COBOL Server Enterprise Server
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◼ Enterprise Server Common Web Administration (ESCWA)(1/3)

⚫ 管理画面の刷新

複数のインスタンスが連携して動作するよう設定可能、かつスケーリングと

可用性を向上させるように設計された ESCWA に管理画面が刷新されました。

複数の MFDS を包括的に管理することができます。

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

実行環境機能の強化

目次へ

刷新

【 旧 MFDS 管理画面 】 【 新 ESCWA 管理画面 】

COBOL Server Enterprise Server
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◼ Enterprise Server Common Web Administration (ESCWA)(1/2)

⚫ アプリケーション診断レポート機能の追加

構成情報に ES_FAILURE_REPORT_ENABLED=Y を指定すると、複数の

レポート、トレース、およびログファイルの CICS API 障害およびランタイム

システム（RTS）エラーに関する情報を診断レポートファイルに収集できます。

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

実行環境機能の強化

目次へ

COBOL Server Enterprise Server
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◼ Enterprise Server Common Web Administration (ESCWA)(3/3)

⚫ インスタンスのインポート／エクスポート／コピー機能の拡張

JSON, XML 形式と旧管理画面でエクスポートした DAT 形式のインスタンス

情報をインポート、インスタンス情報を JSON, XML 形式でエクスポート、

ローカルマシンからリモートマシンなど MFDS 間のインスタンスコピーが可

能になりました。

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

実行環境機能の強化

目次へ

COBOL Server Enterprise Server



◼ ライブラリルーチンの追加

⚫ CBL_GET_ERROR_INFO：Linux 環境のみ

⚫ 最後に発生したエラー情報（モジュール名、ファイル名など）を取得でき、

デバッグ効率を改善します。

⚫ CBL_CREATE_STACKDUMP：Linux 環境のみ

⚫ プロセスのスタックダンプを作成でき、プログラムの呼出し階層を含めた

効率的なデバッグが実行可能になりました。
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実行環境機能の強化

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

目次へ

COBOL Server Enterprise Server



Enterprise Developer/Server
固有機能の拡張
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◼ CICS サポートの拡張 (1/3)

⚫ BMS ファイルのコンパイル

Linux / UNIX 環境で BMS ファイルがコンパイル可能な mfbmscl コマンド

がリリースされました。Eclipse からのリモート開発においてもターゲット

マシン上でコンパイルが完結します。

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

Enterprise Developer 固有機能の拡張

目次へ

Eclipse
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◼ CICS サポートの拡張 (2/3)

⚫ Rumba メインフレーム画面ビューの追加

Eclipse IDE 内に Rumba（TN3270 エミュレータ）を利用したビューが

追加されました。別途エミュレータを立ち上げることなく、アクセスの確

認やデバッグに使用することができます。

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

Enterprise Developer 固有機能の拡張

接続時の文字セットは指定することができません。

目次へ

Eclipse
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◼ CICS サポートの拡張 (3/3)

⚫ CICS PCT リソースの表示

Visual Studio 内から CICS PCT, PPT, FCT リソースを表示または修正でき

る機能が正式にリリースされました。CICS リソースの修正が IDE からでき

ることで、作業の効率化を期待できます。

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

Enterprise Developer 固有機能の拡張

目次へ

Visual Studio



◼ PL/I サポートの拡張 (1/2)

⚫ コンパイラの互換性強化

⚫ DEFINE STRUCTURE ステートメントの追加

⚫ LOCATE ステートメントの追加

⚫ 組み込み関数の追加

✓ AUTOMATIC ✓ ENTRYADDR ✓ HEXDECODE ✓ INLIST

✓ ISLL ✓ ISRL ✓ REPLACE ✓ TIMESTAMP

⚫ 宣言属性の追加

✓ DIMACROSS ✓ PARM

31
© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

Enterprise Developer 固有機能の拡張

目次へ

Eclipse Visual Studio
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◼ PL/I サポートの拡張 (2/2)

⚫ PL/I EXEC プリプロセッサの強化

⚫ バックグラウンド解析においてホスト変数の参照と変更の情報を提供

⚫ EXEC SQL ステートメントにおいて DB2 スタイルのコメントをサポート

⚫ PL/I マクロ プリプロセッサの強化

⚫ ANSWER ステートメント SCAN オプションのサポート

⚫ COMPILEDATE および COMPILETIME 組み込み関数の互換性が向上

⚫ PL/I ランタイム システムの拡張

⚫ JSONPUTVALUE 組み込み関数の多次元配列をサポート

⚫ PLIDUMP において割り当てられたメモリチェーンの破損をチェック
© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

Enterprise Developer 固有機能の拡張

目次へ

Eclipse Visual Studio



◼ ESCWA リリースによる機能拡張 (1/3)

⚫ CICS リソース定義のフィルター機能

グループ内、PCT 内など、任意の単位で

フィルターすることができ、運用時の

負担を軽減することができます。

⚫ ミリセコンドの適用

アクティブ PCT やモニター画面でミリセコンドが表示され、より詳細な運用状

況を把握することができるようになりました。

33
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目次へ

Enterprise Server 固有機能の拡張



◼ ESCWA リリースによる機能拡張 (2/3)

⚫ JCL サブミットの制限

構成情報に CASRDO44_NEWSUB=OFF を指定することにより、ローカル

に存在する JCL のみをサブミット対象に限定することができます。

34
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Enterprise Server 固有機能の拡張

目次へ



◼ ESCWA リリースによる機能拡張 (3/3)

⚫ 保留中の応答入力機能

ACCEPT FROM CONSOLE 命令により応答待機中のプログラムに対し、

「保留中の応答」メニューからジョブ一覧を確認後、該当ジョブに対して

値を入力できるようになりました。

35
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目次へ

Enterprise Server 固有機能の拡張



◼ XA 再接続機能の拡張

⚫ マルチインスタンスキューマネージャー機能の追加（MIQM）

アクティブな MQ キューマネージャーへの接続が失われた際、 XA の

再接続設定により、スタンバイ MQ キューマネージャーへの再接続が

可能になりました。

36
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目次へ

Enterprise Server 固有機能の拡張
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◼ JCL 機能の拡張

⚫ SPLJOB.DAT のフォーマット変更

パフォーマンス向上の観点から、JES スプール制御ファイルである

SPLJOB.DAT のフォーマットが変更されました。製品を 7.0 へアップグ

レードする場合は、既存のファイルを mfsplcnv コンバージョンユーティ

リティを使用して変換する必要があります。

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

目次へ

変換前：SPLJOB.bat 
変換後：SPLJOB.dat

Enterprise Server 固有機能の拡張
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◼ データベース ファイル ハンドラ (MFDBFH) 機能の強化 (1/2)

⚫ Oracle データベースの追加

CICS および JCL アプリケーションが使用するファイルをデータベースに

格納できる MFDBFH 機能で、Oracle データベース (19c 以降) が OCI 

インターフェース経由で利用できるようになりました。

【 Windows 】【 Linux/UNIX 】
Red Hat Linux 7.3 または 7.4 x86-64 と SUSE v12 SP2 x86-64 
でサポートされます。

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

目次へ

Enterprise Server 固有機能の拡張
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◼ データベース ファイル ハンドラ (MFDBFH) 機能の強化 (2/2)

⚫ SQL 文によるデータ表示機能の追加（dbfhview）

ファイル I/O のパフォーマンス向上のために BLOB で格納されている各

レコードを SELECT ステートメントから参照することができるファイル

ビュージェネレータ (dbfhview) 機能が追加されました。これはデータ

ファイルツールで生成したレコードレイアウトをビューとして適用し、

レコードを参照するものです。

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

目次へ

Enterprise Server 固有機能の拡張
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◼ IMS サポートの拡張

⚫ IMS Automated Operator Interface (AOI) のサポート

DL/I CMD および CGMS 機能を使用して、IMS コマンドを IMS トランザ

クションマネージャーに送信、または応答を受信することができます。

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

目次へ

Enterprise Server 固有機能の拡張



対応プラットフォームとデータベース



◼ Microsoft Windows (x86-64)

⚫ Windows 8.1, 10 (*1)

⚫ Windows Server 2012 R2

⚫ Windows Server 2016, 2019, 2022 (*3)

⚫ Windows Server 2012 (*2)

42

対応プラットフォーム (1/4) 

*1) 
32 ビット Windows の場合は一部のコンポーネントがインストールされません。
詳細については製品マニュアルの「既知の問題と制限事項」をご参照ください。
なお、64 ビット Windows の場合は 32 / 64 ビットのアプリケーションが開発
できます。

*2) 
COBOL Server のみ対応しています。

*3) 
Windows Server 2022 は Patch Update 3 以降で対応しています。

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

目次へ



◼ RHEL (x86-64)

⚫ Red Hat Enterprise Linux 7.x, 8.x

⚫ Oracle Linux 7.x, 8.x 

(Unbreakable Enterprise Kernel, Red Hat Compatible Kernel)

◼ RHEL (390)

⚫ Red Hat Enterprise Linux  8.x(x は 2 以降)

◼ CentOS (x86-64)

⚫ CentOS 7.x, 8.x 

43

対応プラットフォーム (2/4)

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

目次へ



◼ Amazon Linux2 (Enterprise Developer のみ)

◼ SLES (x86-64), SLES (390)

⚫ SUSE Enterprise Linux Server 12, 15

◼ SLES (x86-64)

⚫ SUSE Enterprise Linux Desktop 15

◼ IBM AIX (POWER)

⚫ AIX 7.1.x(x は 4 以降), 7.2, 7.3

44

対応プラットフォーム (3/4)

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

目次へ

7.3 は Patch Update 8 以降で対応しています。



◼ HP-UX (Itanium)

⚫ HP-UX 11iv3 (11.31)

◼ Solaris (SPARC)

⚫ Solaris 11

◼ Solaris (x86-64)：Enterprise Developer/Server は除く

⚫ Solaris 11
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対応プラットフォーム (4/4)

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

目次へ



◼ Oracle 19c

◼ Microsoft SQL Server

⚫ 2014, 2016, 2017, 2019

◼ Microsoft Azure SQL Database

◼ Microsoft Azure SQL Managed Instance

◼ IBM DB2

⚫ 10.5, 11.1, 11.5

◼ PostgreSQL

⚫ 10.x(x は 5 以降), 11.x, 12.x

◼ Amazon Aurora for PostgreSQL

⚫ 2.x(10.x), 3.x(11.x)

◼ MySQL 5.7
46

対応データベース
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対応 Java バージョン

◼ Oracle Java 8 / Adopt OpenJDK 8 (32 or 64-bit)

◼ Oracle Java 11 (64-bit) / Adopt OpenJDK 11 (64-bit）

◼ Adopt OpenJDK 11 OpenJ9
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Eclipse IDE の利用には Java 11 (64-bit) が必要です。
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◼ Tomcat 9.0.x

◼ JBOSS EAP 7.1.x (JCA利用時: x は 4 以降)

7.2.x

7.3.x

◼ Oracle WebLogic 12.2.1

◼ IBM WebSphere 9.0

WebSphere Liberty 19.0.0.x, 20.0,0.0 

(JVM COBOL利用時: x は 12 以降）

48

対応 Java Application Servers

対応 Middleware
◼ IBM's MQ series

⚫ 8.0, 9.0, 9.1

記載した対応情報は代表例となります。
対応状況については別途お問合せください。
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